
フォトレポート
第45回龍郷町
家庭婦人バレーボール大会
第53回龍郷町
老人クラブ連合会総会・芸能笑

保健福祉課より
特定健診・長寿命健診・歯周病検診
各種検診に関するお知らせ

好 

評
連 

載
たつごうエッセイ
コンテスト入賞作品

7月20日16：00～

BS12トゥエルビ全国放送

『祭り自慢！ふるさと自慢！メッセージCM』

撮影の様子

TATSUGO TOWN Public Relations Magazine 2019

広  報

2019

７月号令和元年

龍郷町の人口　令和元年5月末現在(前年比)　3,091世帯（+16） 男2,894人（-20） 女3,090人（-24） 計5,984人（-44）
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第45回

家庭婦人バレーボール大会

主催：龍郷町教育委員会

B級優勝 瀬留 A級優勝 中戸口

　
第
45
回
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
、令
和
元
年
６
月
２
日
日
曜

日
、り
ゅ
う
ゆ
う
館
と
赤
徳
小
中
学

校
体
育
館
に
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
15
回
、
25
回
出
場
者

を
表
彰
し
た
後
、瀬
留
チ
ー
ム
に
よ

る
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
、明
る
く
楽

し
い
ム
ー
ド
の
中
、大
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
家
事
を
頑
張
り
、子
育
て
を
頑
張

り
、挑
ん
だ
大
会
。会
場
は
笑
顔
と
笑

い
声
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。結
果
は

左
記
の
通
り
。

〇
Ａ
級

１
位
　
中
戸
口

２
位
　
玉
里
A

３
位
　
大
勝
Ａ

〇
表
彰
者

25
回
出
場
　
川
口
み
ど
り（
龍
郷
）

25
回
出
場
　
村
田
美
鈴（
玉
里
）

15
回
出
場
　
嘉
江
さ
ゆ
り（
中
戸
口
）

〇
Ｂ
級

１
位
　
瀬
留

２
位
　
龍
郷

３
位
　
上
戸
口

　
　
　
玉
里
Ｂ

お母さんみーつけた！ 表彰された３名 瀬留による選手宣誓

白熱した戦い みんな笑顔が素敵です 元気に応援する子どもたち
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　地方自治の育成発展に貢献し、功績顕著な方とし
て、元龍郷町議会議員である牧野勝久氏（73歳・大勝
在住）が2019年春の叙勲を受章され、役場を表敬訪
問しました。牧野氏は1988年から2012年までの６期
24年間、町議会議員として町政発展に努め、また町消

防団団長としても
長きにわたり地域
防災に尽力されま
した。牧野氏は
「感謝の気持ちで
いっぱいです。」と
述べられました。

　この日、大島税務署から吉田清署長が来庁さ
れ、龍郷町に感謝状を贈られました。同税務署は
確定申告の電子化を推進。町では2017年度からの
約300件を電子データとして同税務署に提供しま
した。吉田署長は「電子化への取り組みは、住民

サービスの向上と
事務効率化につな
がり、大変感謝し
ています」と述べ
られました。

　鹿児島大学では、奄美群島の生物多様性や自然と
人の関わりについて研究し教育に生かすプロジェク
トを進めており、今年度は各島にて講演会を開催。第
4回となったこの日はりゅうがく館において、久米元
講師による「絶滅危惧種リュウキュウアユの生態につ

いて」、山本雅史氏
による「奄美群島の
果樹遺伝資源とそ
の利用」の2講座が
開催されました。

　５月23日に県男女共同参画局の迫局長と竹田室
長が、5月29日印南次長とあまみ会議のメンバーが
来町されました。男女共同参画に関する龍郷町で
の取り組みや今後の計画に対し、様々なアドバイス
と「性別や年齢などの属性で個人の仕事や役割を

決めるのではな
く、一人一人の能
力や得意分野を
生かせる社会を
目指してほしい。」
とのメッセージを
いただきました。

　昨年、MBCにて放送された「日本の祭り2019・秋名
のアラセツ行事」が、今年の7月20日16：00～BS12トゥ
エルビにて全国放送されます。番組の間、『祭り自慢！
ふるさと自慢！メッセージCM』として龍郷町をPRする
CMが放送されます。この日、りゅうがく館前（唄：内

田和信氏）と赤尾
木海岸にて撮影が
行われました。今
月の表紙は撮影時
の赤徳保育園児で
す。ご協力ありがと
うございました。

　町は㈱ビッグツー、町田酒造㈱と包括連携協定を
結んでおり、その一環としてこの日、奄美署の協力に
より合同防犯訓練を行いました。日ごろからの心構
え等について話があった他、実際にサスマタを使っ
た実演が行われました。町田酒造㈱の中村安久社

長は「連携協定
にとどまらず、ぜ
ひ他の事業者と
も共催し、防犯
に強いまちづくり
を目指したい。」
と語りました。

鹿児島大学薩南諸島の生物多様性とその
保全に関する教育研究拠点整備プロジェクト
奄美群島島めぐり講演会

県男女共同参画局

能力や得意分野を生かせる社会

６期24年間、元町議会議員・元議会議長
牧野勝久氏が叙勲受章

「日本の祭り」７月全国放送決定
祭り自慢！ふるさと自慢！メッセージCM

㈱ビッグツー、町田酒造㈱、合同防犯訓練
防犯に強いまちづくり

電子による確定申告
大島税務署が龍郷町へ

さこ

いんなん
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し
な
い
さ
。」

　
祖
母
は
幼
い
私
に
い
つ
も
そ
う
言
っ
て
い
た
。あ
の

柔
ら
か
く
て
優
し
い
時
間
を
私
は
今
で
も
覚
え
て
い

る
。

 

「
い
つ
か
蓮
夏
が
大
き
く
な
っ
た
ら
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

織
っ
た
紬
で
着
物
を
作
っ
て
成
人
式
に
出
よ
う
ね
。」

　
そ
れ
が
、私
と
祖
母
の
約
束
だ
っ
た
。

　
で
も
、祖
母
は
事
故
で
足
を
思
う
よ
う
に
動
か
せ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。紬
も
、も
う
織
る
こ
と
が
で
き
な

い
。紬
を
織
る
、あ
の
心
地
良
い
音
を
も
う
聞
く
こ
と
は

で
き
な
い
。祖
母
は
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
病
院
に
行
く
こ

と
が
多
く
な
り
、私
が
家
に
帰
っ
て
も
い
な
い
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。す
れ
違
い
、衝
突
す
る
こ
と
が
増
え
て
以

前
は
し
な
か
っ
た
口
げ
ん
か
も
し
た
。あ
る
日
の
け
ん

か
の
後
、私
は
ぽ
つ
り
と
、

 「
ね
え
、成
人
式
の
約
束
覚
え
て
る
？
」

　
と
祖
母
に
聞
い
て
み
た
。忘
れ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、祖

母
は
も
う
紬
を
織
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
、約
束
を

果
た
す
の
も
無
理
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。し
か
し
祖

母
は
す
っ
く
と
立
ち
上
が
り
、自
信
満
々
に
、

 「
ち
ょ
っ
と
つ
い
て
お
い
で
。」

　
と
言
っ
た
。祖
母
に
つ
い
て
行
っ
た
私
が
見
た
も
の

は
、十
着
を
超
え
る
大
島
紬
の
着
物
だ
っ
た
。聞
く
と
祖

　
柔
ら
か
い
音
。幸
せ
な
時
間
。私
と
祖
母
だ
け
の
温
か

い
空
間
。大
島
紬
を
織
る
一
定
の
リ
ズ
ム
を
刻
む
よ
う

な
音
が
大
好
き
だ
っ
た
。私
が
小
さ
い
頃
は
こ
の
音
が

家
の
中
に
響
い
て
い
て
、紬
を
織
る
祖
母
と
織
り
機
越

し
に
よ
く
話
を
し
た
。

 「
紬
は
人
か
ら
人
へ
継
が
れ
て
い
く
も
の
な
ん
だ
よ
。だ

か
ら
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ず
っ
と
紬
を
織
る
し
、失
く
さ
せ
や

母
の
織
っ
た
紬
で
つ
く
っ
た
も
の
だ
と
言
う
。

 「
こ
れ
を
仕
立
て
直
し
て
蓮
夏
の
着
物
に
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
ん
だ
よ
。紬
は
継
が
れ
て
い
く
も
の
だ
か

ら
ね
。」

　
と
祖
母
は
笑
っ
た
。気
が
つ
く
と
私
も
微
笑
ん
で
い

た
。本
当
は
ず
っ
と
、祖
母
が
織
っ
た
大
島
紬
が
着
た

か
っ
た
の
だ
。

　
そ
し
て
私
も
今
は
思
う
こ
と
が
で
き
る
。祖
母
の
紬

を
、こ
の
奄
美
の
大
島
紬
を
失
わ
せ
や
し
な
い
。絶
対

に
守
っ
て
い
こ
う
、と
。

学
生
の
部

優
秀
賞

　
継
が
れ
て
い
く
も
の

龍
郷
町
赤
尾
木
　
且
　
蓮
夏

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会    後援：奄美新聞社 / 南海日々新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会

エッセイコンテスト作品集
　■第４回「西郷さん」
　■第５回「大島紬」

一冊 200 円

龍郷町役場
企画観光課にて

販売中

６
「歴史と文化をつむぎ未来へつなぐまちづくり」に取り組む龍郷町は、今年
も「たつごうエッセイコンテスト」を開催します。全国各地から、皆さんの
心温まる作品をお待ちしております。

〒８９４－０１９２　鹿児島県大島郡龍郷町浦110番地
  ☎  ０９９７-６９-４５１２　Fax  ０９９７-６２-２５３５
　　koho@town.tatsugo.lg.jp

テーマ どちらか1つのテーマを選んでください

「黒糖・サトウキビ」「奄美の海」

募集部門

原稿枚数

審査員

賞

副賞

募集期間

高校・一般部門 ／ 小・中学生部門 　

原稿用紙２枚（８００字）以内

出水沢藍子 -作家- ／ 仲川文子 -詩人- ／ 龍郷町教育長ほか

最優秀賞１点 ／ 優秀賞２点 ／ 佳作若干数 ／ 特別賞１点

最優秀賞 高校・一般 10万円 ／ 小・中学校 １万円分図書カード ほか

令和元年７月１日～令和元年９月末 必着

応募規定

結果発表

応募上の注意点

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会
後援：奄美新聞社 / エフエムたつごう/ 南海日々新聞社 / 南日本新聞社 / 龍郷町

たつごう
エッセイ
コンテスト
実行委員会

（龍郷町役場企画観光課内）

「たつごうエッセイコンテスト応募」と記載して、メールもしくは封書でお送りください。原稿

はA４用紙か４００字詰原稿用紙に縦書き。用紙をホッチキスなどでまとめないでください。1

枚目に①タイトル ②氏名（ふりがな） ③年齢 ④性別 ⑤住所 ⑥職業（学生は学校名と学年） ⑦

電話番号を明記。２枚目１行目から本文を書くこと。

令和元年１２月以降　　　　　 令和２年２月予定

■１人につき１点とします。応募作品の返却はいたしません。■自作未発表の作品とし、ペンネーム

は不可とします。■受賞作品の著作権は、たつごうエッセイコンテスト事務局に属します。■募集に

より知り得た個人情報は、審査に関すること以外に使用しません。■受賞発表時には、氏名、年齢、住

所（市町村まで）を公表します。■受賞作品は、龍郷町の各広報に掲載、使用します。■メールにて応

募の場合、規定にあう形式にし、送付してください。（ワードやPDF等）

小学５年生以上
小学・中学・高校・専門学校生は
奄美群島内居住に限る

表彰式

応募資格

Tatsugo -4-

町
の
動
き

広
報
た
つ
ご
う

７
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

名
誉
町
民

ト
ピ
ッ
ク
ス

消
防
分
署

保
健
福
祉
課

町
民
税
務
課

企
画
観
光
課

そ
の
他

お
知
ら
せ

フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト



し
な
い
さ
。」

　
祖
母
は
幼
い
私
に
い
つ
も
そ
う
言
っ
て
い
た
。あ
の

柔
ら
か
く
て
優
し
い
時
間
を
私
は
今
で
も
覚
え
て
い

る
。

 

「
い
つ
か
蓮
夏
が
大
き
く
な
っ
た
ら
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

織
っ
た
紬
で
着
物
を
作
っ
て
成
人
式
に
出
よ
う
ね
。」

　
そ
れ
が
、私
と
祖
母
の
約
束
だ
っ
た
。

　
で
も
、祖
母
は
事
故
で
足
を
思
う
よ
う
に
動
か
せ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。紬
も
、も
う
織
る
こ
と
が
で
き
な

い
。紬
を
織
る
、あ
の
心
地
良
い
音
を
も
う
聞
く
こ
と
は

で
き
な
い
。祖
母
は
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
病
院
に
行
く
こ

と
が
多
く
な
り
、私
が
家
に
帰
っ
て
も
い
な
い
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。す
れ
違
い
、衝
突
す
る
こ
と
が
増
え
て
以

前
は
し
な
か
っ
た
口
げ
ん
か
も
し
た
。あ
る
日
の
け
ん

か
の
後
、私
は
ぽ
つ
り
と
、

 「
ね
え
、成
人
式
の
約
束
覚
え
て
る
？
」

　
と
祖
母
に
聞
い
て
み
た
。忘
れ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、祖

母
は
も
う
紬
を
織
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
、約
束
を

果
た
す
の
も
無
理
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。し
か
し
祖

母
は
す
っ
く
と
立
ち
上
が
り
、自
信
満
々
に
、

 「
ち
ょ
っ
と
つ
い
て
お
い
で
。」

　
と
言
っ
た
。祖
母
に
つ
い
て
行
っ
た
私
が
見
た
も
の

は
、十
着
を
超
え
る
大
島
紬
の
着
物
だ
っ
た
。聞
く
と
祖

　
柔
ら
か
い
音
。幸
せ
な
時
間
。私
と
祖
母
だ
け
の
温
か

い
空
間
。大
島
紬
を
織
る
一
定
の
リ
ズ
ム
を
刻
む
よ
う

な
音
が
大
好
き
だ
っ
た
。私
が
小
さ
い
頃
は
こ
の
音
が

家
の
中
に
響
い
て
い
て
、紬
を
織
る
祖
母
と
織
り
機
越

し
に
よ
く
話
を
し
た
。

 「
紬
は
人
か
ら
人
へ
継
が
れ
て
い
く
も
の
な
ん
だ
よ
。だ

か
ら
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ず
っ
と
紬
を
織
る
し
、失
く
さ
せ
や

母
の
織
っ
た
紬
で
つ
く
っ
た
も
の
だ
と
言
う
。

 「
こ
れ
を
仕
立
て
直
し
て
蓮
夏
の
着
物
に
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
ん
だ
よ
。紬
は
継
が
れ
て
い
く
も
の
だ
か

ら
ね
。」

　
と
祖
母
は
笑
っ
た
。気
が
つ
く
と
私
も
微
笑
ん
で
い

た
。本
当
は
ず
っ
と
、祖
母
が
織
っ
た
大
島
紬
が
着
た

か
っ
た
の
だ
。

　
そ
し
て
私
も
今
は
思
う
こ
と
が
で
き
る
。祖
母
の
紬

を
、こ
の
奄
美
の
大
島
紬
を
失
わ
せ
や
し
な
い
。絶
対

に
守
っ
て
い
こ
う
、と
。

学
生
の
部

優
秀
賞

　
継
が
れ
て
い
く
も
の

龍
郷
町
赤
尾
木
　
且
　
蓮
夏

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会    後援：奄美新聞社 / 南海日々新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会

エッセイコンテスト作品集
　■第４回「西郷さん」
　■第５回「大島紬」

一冊 200 円

龍郷町役場
企画観光課にて

販売中

６
「歴史と文化をつむぎ未来へつなぐまちづくり」に取り組む龍郷町は、今年
も「たつごうエッセイコンテスト」を開催します。全国各地から、皆さんの
心温まる作品をお待ちしております。

〒８９４－０１９２　鹿児島県大島郡龍郷町浦110番地
  ☎  ０９９７-６９-４５１２　Fax  ０９９７-６２-２５３５
　　koho@town.tatsugo.lg.jp

テーマ どちらか1つのテーマを選んでください

「黒糖・サトウキビ」「奄美の海」

募集部門

原稿枚数

審査員

賞

副賞

募集期間

高校・一般部門 ／ 小・中学生部門 　

原稿用紙２枚（８００字）以内

出水沢藍子 -作家- ／ 仲川文子 -詩人- ／ 龍郷町教育長ほか

最優秀賞１点 ／ 優秀賞２点 ／ 佳作若干数 ／ 特別賞１点

最優秀賞 高校・一般 10万円 ／ 小・中学校 １万円分図書カード ほか

令和元年７月１日～令和元年９月末 必着

応募規定

結果発表

応募上の注意点

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会
後援：奄美新聞社 / エフエムたつごう/ 南海日々新聞社 / 南日本新聞社 / 龍郷町

たつごう
エッセイ
コンテスト
実行委員会

（龍郷町役場企画観光課内）

「たつごうエッセイコンテスト応募」と記載して、メールもしくは封書でお送りください。原稿

はA４用紙か４００字詰原稿用紙に縦書き。用紙をホッチキスなどでまとめないでください。1

枚目に①タイトル ②氏名（ふりがな） ③年齢 ④性別 ⑤住所 ⑥職業（学生は学校名と学年） ⑦

電話番号を明記。２枚目１行目から本文を書くこと。

令和元年１２月以降　　　　　 令和２年２月予定

■１人につき１点とします。応募作品の返却はいたしません。■自作未発表の作品とし、ペンネーム

は不可とします。■受賞作品の著作権は、たつごうエッセイコンテスト事務局に属します。■募集に

より知り得た個人情報は、審査に関すること以外に使用しません。■受賞発表時には、氏名、年齢、住

所（市町村まで）を公表します。■受賞作品は、龍郷町の各広報に掲載、使用します。■メールにて応

募の場合、規定にあう形式にし、送付してください。（ワードやPDF等）

小学５年生以上
小学・中学・高校・専門学校生は
奄美群島内居住に限る

表彰式

応募資格
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手続きの流れ①龍郷町内の紬販売店で購入する紬などを決める②購入前に役場企画観光課に申請 （見積書

も併せて提出） ③交付決定を受けてから購入 ・ 仕立て④領収証や写真を添付して企画観光課に実績報告⑤確

定通知と共に助成金が振り込まれます。 問合せ先　龍郷町役場企画観光課　０９９７ ‐ ６９ ‐ ４５１２

Tatsugo -6-

町
の
動
き

広
報
た
つ
ご
う

７
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

り
ゅ
う
が
く
館

名
誉
町
民

ト
ピ
ッ
ク
ス

消
防
分
署

保
健
福
祉
課

町
民
税
務
課

企
画
観
光
課

そ
の
他

お
知
ら
せ

フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト



-7- Tatsugo

２０１９年度第 53回

龍郷町老人クラブ連合会総会・芸能笑
令和元年５月２５日
町体育文化センターりゅうゆう館ホール

　
２
０
１
９
年
度
第
53
回「
龍

郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総

会
・
芸
能
笑
」が
５
月
25
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。総
会
で
は

19
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る

６
つ
の
事
業
計
画
が
承
認
さ

れ
た
ほ
か
、役
員
改
選
、功
労

者
７
名
の
表
彰
が
行
な
わ
れ

れ
ま
し
た
。開
会
の
あ
い
さ

つ
で
平
義
隆
会
長
は「『
自
他

共
栄
』の
教
え
に
沿
っ
て
み

ん
な
で
前
向
き
に
過
ご
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」と
述
べ
ま

し
た
。

　
総
会
後
に
行
わ
れ
た
芸
能

笑
で
は
、下
戸
口
、久
場
、幾
里
、

円
の
み
な
さ
ん
が
熱
演
さ
れ

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

新
役
員（
会
長
）平
義
隆（
副

会
長
）重
田
シ
オ
リ
・
大
坂
太

一（
監
事
）碩
龍
弘
・
山
口
敏

美（
会
計
）當
田
嶺
男（
事
務

局
長
）松
田
秀
樹

県老連のメインテーマ

増やそう５万人！めざそう支え合い！
元号令和

会員が、それぞれの花を咲かせる時代

この表彰は、次の各項に該当するものに対し、これを表彰する。
1.老人クラブで、その活動が活動で他の模範となるもの。2.町内老人クラブの役員と
して５年以上にわたって老人クラブの功績が顕著であるもの。3.老人クラブに対して
労力的・経済的または、その他の方法で積極的に協力援助を行い、その進展に寄
与された団体及び個人。4.その他老人クラブ活動の功労者で会長が認めたもの。

表彰受賞者
下戸口老人クラブ

嘉渡老人クラブ

龍郷老人クラブ

玉里老人クラブ

手広にこにこ会

手広にこにこ会

浦老人クラブ

濱田　光則

濱田　静雄

龍 　 桂 八

久保　キヌヨ

田 中 　 猛

里　エツ子

重原　義和

会長８年

会長９年、顧問、後輩の指導

副会長８年、文化部長４年

初代会長夫人として良き理解者

副会長９年、体育部長６年

女性部長９年、施設顧問

会計１２年間、財政の健全化

２０１９　芸能笑～

熱唱する生元為市さん（久場） ワイド節（下戸口）

山口利博さん（下戸口） 前島隆照さん（手広） 重山カズヨさん（幾里）

▲ニッセイ財団　生き生きシニア活動顕彰
　を受賞した手広にこにこ会のみなさん
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: 169,900

:133,500
( 169,900 )

:176,000
( )

57
144

94
150

190,400

253,232

( )

( ) ( )
( ) ( )

( ) ( )
( ) ( )

TEL

消防では7月7日（日）10時から、鹿児島県防災ヘリコプターを使った防
災訓練を行います。土砂災害により道路が寸断され孤立した地区が発生
したことを想定して、防災ヘリコプターによる隊員投入や傷病者の引き
上げ訓練などを行います。

日時　令和元年7月7日（日）10時から
　　　（天候により中止の場合があります。）

場所　龍郷中央グラウンド（防災ヘリ離発着場）
　　　りゅうゆう館駐車場（孤立地区想定・隊員投入場所）

防災訓練のお知らせ

7月 7日 （日 ） 1 0時より

りゅうゆう館駐車場の

入場規制を行います。

ご迷惑をおかけいたしますが、

ご理解とご協力をお願い申し上げます。 訓練イメージ

問合せ先　龍郷消防分署　0997－62－2611

11：00 ～ 11：30
グラウンドにて
機体展示を行います。
ぜひ来てください。
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国の省令「放課後児童健全育成事業の整備及び運営に関する基準」に基づき，
放課後児童クラブに従事する「放課後児童支援員」として必要な知識と技能を
習得することを目的とした資格取得のための研修です。
修了者は，全国共通である「放課後児童支援員」として働くことができます。

○保育士，社会福祉士，又は教育職員免許（幼稚園，小学校，中学校，高等
学校などの教諭）の資格がある方
○大学などで社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学，又は体育学を
専修する学科を卒業した方
○高等学校卒業者等で２年以上児童福祉事業（放課後児童クラブを含む）に
従事した方
○学歴を問わず，５年以上放課後児童クラブに従事した方など

令和元年度 放課後児童支援員

研修日程等

放課後児童支援員認定資格研修とは

主な受講対象者
以下のいずれかに該当し，放課後児童支援員として放課後児童クラブに従事しようとする方

※ 詳細については「鹿児島県認定資格研修募集要項」を御確認ください。

お問合せ先
募集要項はこちら↓

鹿児島県認定資格研修の受講者募集

鹿児島県放課後児童支援員認定資格研修事務局（（一社）鹿児島県児童クラブ連絡協議会）

ＴＥＬ：０９９５-４７-２６６６（月曜～金曜 １０：００～１５：００）
主催：鹿児島県
（当該事業は鹿児島県が（一社）鹿児島県児童クラブ連絡協議会に委託して実施しています。）
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準住民用
鹿児島離島割引カード発行について

　離島割引カードにつきましては、これまでは町内在

住者の発行に限りましたが、改正奄振法成立により、適

用対象者を拡充（2019年7月19日搭乗・乗船分から）する

ことになりました。

これにより、対象者には準住民用記載の離島割引カードを発行致しますので、お知らせします。

なお、申請には下記確認書類（両方必要）及び顔写真（縦3㎝横2.5㎝）が必要です。

適用対象者

対象路線

確認書類

奄美群島外の学校等に在学する者で、
奄美群島の住民に扶養されている者。

鹿児島＝奄美・喜界島・徳之島・沖永良部島・
　　　　与論島（計5路線）

【発行窓口・問合せ先】　龍郷町役場　町民税務課 　(0997)６９-４５１７

・扶養状況が確認できるもの（健康保険証等）
・在学状況が確認できるもの（在学証明書等・発行日から３か月以内のもの。写し可）

「りゅうゆう館」から
変更になりました。
ご注意ください。

特 定 健 診
長 寿 健 診
歯 周 病 検 診
各 種 検 診 に
関 す る お 知 ら せ

受付 : 午前８時～９時 30 分
どの会場でも受診できます

特定健診

無 料

歯周疾患

無 料

胃がん

500円

200円

大腸がん

500円

200円

腹部
超音波

1,000円

1,000円

前立腺
がん

1,000円

1,000円

肝炎
ウイルス

500円

無料

40～69歳

70歳以上

　　　　　　夜９時以降は水分以外をとらないでください。
　　　　　　アルコールは飲まないでください。

　　　　　　絶食していただきます。
　　　　　　家を出るまでにコップ１杯の水は飲んでも構いません。
　　　　　　タバコは健診が終了するまで控えてください。
　　　　　　お薬を服用中の方はお薬を持参して、検査が終わった後に飲んでください。

　　　　　　糖尿病のお薬は検査が終わるまでは絶対に飲まないでください。

健診前日

健診当日

注
意
事
項

【問合せ先】龍郷町役場　保健福祉課　（0997）６９-４５１６または６９-４５１４

7/３（水）
7/４（木）
7/５（金）
7/６（土）
7/７（日）
7/12（金）
7/13（土）
7/14（日）

秋名コミュニティセンター

円公民館
中勝公民館

浦生活館

大勝生活館

赤尾木公民館

7/３（水）
7/４（木）
7/５（金）
7/６（土）
7/７（日）
7/12（金）
7/13（土）
7/14（日）

秋名コミュニティセンター

円公民館
中勝公民館

浦生活館

大勝生活館

赤尾木公民館
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毎
年
７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」強
調
月
間
で
す
。
同
運
動
は
、す
べ
て

の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心

な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地

域
社
会
を
築
く
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め

よ
う
②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立

ち
直
り
を
支
え
よ
う
。

重
点
事
項

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社
会
か
ら
排
除

・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、再
び
受
け
入

れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
社
会
に
す
る

た
め
。①
出
所
者
等
の
事
情
を
理
解
し
た
上

で
雇
用
す
る
企
業
の
数
を
増
や
す
こ
と
。②

帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、刑
務
所
か
ら

社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら
す
こ
と
。③
薬

物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰
を
長
期

的
に
支
え
る
地
域
の
環
境
を
作
る
こ
と
。

④
犯
罪
を
し
た
高
齢
者
・
障
害
者
等
が
、社

会
復
帰
に
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
環

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

龍
郷
町
河
川

愛
護
運
動
月
間

　
国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、万
一
、障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た

め
、経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、保
険
料

の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る「
保
険
料
免

除
制
度
」や「
納
付
猶
予
制
度（
50
歳
未
満

）」が
あ
り
ま
す
。令
和
元
年
度
の
免
除
申

請
等
は
、令
和
元
年
７
月
分
か
ら
令
和
２

年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
お

り
、７
月
１
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す

の
で
、町
民
税
務
課
年
金
係
も
し
く
は
奄

美
大
島
年
金
事
務
所
に
て
お
手
続
き
く
だ

さ
い
。ま
た
、申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら

２
年
１
カ
月
前
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
も
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
等
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、過
去
に
保
険
料
の
納
付

が
困
難
で
未
納
と
な
っ
て
い
る
期
間
が
あ
る

方
は
、併
せ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
町
民
税
務
課
年
金
係 

☎
６
９-

４
５
１
７

奄
美
大
島
年
金
事
務
所

☎
５
２-

４
３
４
１

（
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
後
に
１
↓
２
）

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等

申
請
の
お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
元
年
７
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

７
／
11（
木
）

　
鈴
木
穂
人
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

７
／
18（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

７
／
25（
木
）

　
泉
武
臣
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は
一
人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を

ま
と
め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け

て
申
込
さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先
・
予
約
先

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎
０
９
９
７‐

５
２‐

１
１
１
１

　（
内
線
１
７
１
６
）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
も

市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

境
を
作
る
こ
と
。⑤
非
行
少
年
等
が
学
び
を

継
続
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
。

北
大
島
保
護
司
会
龍
郷
支
部
の
結
成
式
・

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

７
月
１
日（
月
）町
内
一
円

主
唱
／
法
務
省

　
６
月
１
日（
土
）〜
７
月
15
日（
月
）を
、

河
川
愛
護
運
動
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
・
啓
発
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、町
民
の
自
主
的
な
河
川

愛
護
作
業
等
を
通
じ
て
、き
れ
い
な
河
川

環
境
の
保
全
・
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

目
標

①
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
・
啓
発

②
河
川
愛
護
作
業
に
よ
る
河
川
の
美
化

③
協
力
体
制
の
確
立

　
河
川
は
私
た
ち
の
大
切
な
財
産
で
す
。

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場
建
設
課
　
☎
６
９-

４
５
２
１



龍郷町名誉町民　第１回

本町は、明治から昭和にかけて学者、政治家をはじめ法曹界などで
活躍した偉人を多く輩出した「人材の町」として知られています。
その偉大な功績を称え、10名が名誉町民として表彰されています。
本誌では1名ずつ紹介いたします。

田畑 金光
た ば た か ね み つ

1914年～2013年 芦徳出身

1932
1936
1939

1940
1945
1946
1947
1953

1965
1967
1972
1974
1986

赤徳小学校卒業、龍瀬尋常高等小学校卒業
旧制鹿児島県立大島中学校卒業
旧制大阪高等学校文科乙類卒業
東京帝国大学法学部法律学科卒業
満州国政府に奉職
高級官吏養成所満州国大同学院卒業
軍務に従事
復員（陸軍主計大尉）
勿来大日本炭鉱勤務
福島県議会議員に就任
福島県議会議員退任（２期半ば）
参議院議員に就任
参議院議員退任（2期、12年）
衆議院議員に就任
衆議院議員退任（2期、6年）
いわき市長に就任
いわき市長退任（3期、12年）

● 経 歴 ●

1977
1984
1985
1986
1998

国会議員在職18年の功労表彰
春の叙勲・勲2等旭日重光章
中国・撫順市第1号の栄誉市民
市長在職12年勤務功労表彰
龍郷町名誉町民

● 表 彰 ●

● 功 績 ●
　常に奄美出身者であることを誇り、奄美

民主同志会副会長や振興開発促進総本部

の副委員長として郷土問題に対する思い入

れは深く、奄美出身同胞の地位向上や郷土

振興への助言指導などに誠意をもって尽く

され、郷土の後進子弟の育成にも深い関心

を示されている。

●世の中の動き●

・福島県市長会会長
・福島県日中友好協会会長

1945年（昭和20年）
　終戦
　ポツダム宣言受諾

1947年（昭和22年）
　学校給食はじまる

りゅうゆう館敷地内に設置されている
胸像は生誕の地、芦徳宇天と12年間市
長を務めたいわき市の方を向いている。
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りゅうがく館だより 令和元年７月号

おしらせ

●一般書● ●児童書●

本格的な夏が始まろうとしていますね。

海や山でのレジャーは楽しいですが、熱中症対策もお忘れなく！

『そうだったのか！しゅんか
ん図鑑』（伊知地 国夫/小学館）
しゃぼん玉が割れる瞬間
を見たことがない人は、
きっといない。でも、しゃ
ぼん玉が割れる瞬間に何
が起こっているのかを

「はっきりと」見たことがある人は、どのくらい
いるだろう？この本には、そんな「肉眼では見
えない瞬間」を切り「撮った」写真がたくさん
載っています。水がちゃぽん！と音を立てる瞬
間、卵を割る瞬間、火花が散る瞬間…。普段何気
なく見ているようで本当は見えていない「しゅ
んかん」を、図鑑にしてお届けします。そうだっ
たのか！という驚きと発見の連続ですよ♪

『このゴミは収集できません』
（滝沢 秀一/白夜書房）
定収入を得るためにゴミ清掃
員を始めたお笑いコンビ・マ
シンガンズの滝沢氏が、ゴミ
収集の現場で見た「あり得な
い光景」などを、一人ボケツッ
コミを交えながらテンポよく

語る。「ゴミ問題・環境問題」というとお堅くなり
がちなテーマだが、笑いの要素を織り込みなが
らどんどん読ませてしまう手法はさすが芸人と
言うべきか。「ゴミを見れば地域の暮らしぶりが
分かる」というくだりでは、格差社会に言及しつ
つお金持ちになるヒントまで教えてくれる。笑
えて、しかもためになるお得な一冊だ。

｜今月のおすすめ｜ ｜今月のおすすめ｜

りゅうがく館内の部屋を借りられる際は、予約時間の15分前になって

から職員が部屋の鍵を開けに伺います。それ以前に部屋に入られる

場合は、別途料金が発生します。ご了承ください。

・『奄美の花ジマ 佐仁のわらべうた』
（中原 ゆかり/浅野太鼓文化研究所）

・『漱石の長襦袢　上・下』大活字本
（半藤 末利子/埼玉福祉会）

・『シーソーモンスター』（伊坂 幸太郎/中央公論新社）

・『忘れられない祈りの聖地』（富井 義夫/山と渓谷社）

・『「小さないのち」を守る』（朝日新聞取材班/朝日新聞出版）

・『アメリカ南部の野菜料理』
（アンダーソン・夏代/誠文堂新光社）

・『選ばれる女におなりなさい』
（ラトナ・サリ・デヴィ・スカルノ/講談社）

・『ウチら棺桶まで永遠のランウェイ』（kemio/KADOKAWA）

・『ノースライト』（横山 秀夫/新潮社）
他、合計50冊

・『たなばたのねがいごと』（村中 李衣/世界文化社）

・『あめのひ』（サム・アッシャー/徳間書店）

・『星の旅人』（小前 亮/小峰書店）

・『おにいちゃんといもうと』
（シャーロット・ゾロトウ/あすなろ書房）

・『ガリヴァー旅行記　上・下』
（ジョナサン・スウィフト/福音館書店）

・『マンガ&物語で読む偉人伝 渋沢栄一・津田梅子・
北里柴三郎』（学研プラス/学研プラス）

・『ヒマラヤに学校をつくる』（吉岡 大祐/旬報社）

・『奄美の森でカエルがないた』（松橋 利光/アリス館）

・『The Twits』（Roald Dahl/Puffin Books）
他、合計35冊
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満１歳になりました。

この子たちに誇れる町を

みんなでつくりましょう。

6 may

わきゃシマの玉黄金

　　　　　　　　　うりゅう

村山 羽龍くん  H30.６.17生

  玉里　父  昂強　母  知子

1972
昭和 47年

　
先
月
号
に
て
、
円
校
区
が
46
年
ぶ
り

に
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
し

た
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
そ
の
取

材
中
、
46
年
前
は
野
外
で
競
技
し
て
い

た
と
聞
き
、
興
味
を
持
ち
、
過
去
の
広

報
誌
を
探
し
て
み
ま
し
た
。

■(
昭
和
47
年
５
月
５
日
発
行
広
報
た

つ
ご
う
よ
り
抜
粋
)「…

昭
和
四
十
七

年
度
校
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
、
五
月
二
十
一
日
の
午
前
十
時
か
ら

竜
南
中
学
校
々
庭
で
開
か
れ
参
加
十
八

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開
し…

女
子
は
円

校
区
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。」
と

記
さ
れ
て
い
て
、
龍
南
中
校
庭
に
て
ラ

ン
ニ
ン
グ
姿
で
、
白
熱
す
る
写
真
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
年
は
他
に
ど
ん
な
出
来
事
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

■
同
年
９
月
号
「
ま
だ
ま
だ
多
い
結
核

患
者
　
毎
年

1

回
健
康
診
断
」
10
年
前

(
昭
和
37
年
)
の
患
者
数
と
比
べ
る
と
三

分
の
二
に
減
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、

県
内
で
も1

万
五
千
人
が
治
療
。

■
同
年
十
一
月
号
「
天
皇
・
皇
后
陛
下

奄
美
を
ご
訪
問
」
三
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り

特
集
が
掲
載
。「
中
央
公
民
館
へ
ご
到
着

に
な
っ
た
両
陛
下
は
、
お
迎
え
に
出
た

浜
田
村
長
の
ご
先
導
で
公
民
館
へ
お
入

り
に
な
り
一
時
間
の
ご
休
憩
を
な
さ
れ

た
後
、
次
の
予
定
地
で
あ
る
名
瀬
市
へ

向
か
わ
れ
ま
し
た
。」沿
道
に
は
四
千
人
、

海
上
に
も
船
が
な
ら
び
、
町
内
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。

あの日あの時

なつかしゃ、わきゃシマ

▲龍南中校庭で行われていた校区対抗バレー ▲46年前の広報誌

▲「板付舟やモーターボートで
　かけつけた海上奉迎者たち」
　文章広報誌より抜粋

笑
顔

が
か

わいい我が家の癒し担当
で

す
。
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リュウキュウコノハズク
　奄美大島では色々な生き物が観察できますが、実

は夜に動き出す生き物の方が多いと知っています

か？琉球諸島に生息するフクロウでリュウキュウコ

ノハズクと言います。夜に「コホッー、コホッー」と響

き渡る鳴き声を聞いた事がある方は多いのではない

でしょうか？その他にもこれからはホタルが飛び

回ったりと楽しい夜になりますね。夜間に観察する

際はハブには十分に気をつけましょう。

香
典
返
し
お
礼

・
延
岡
紀
代
子（
故
延
岡
ヨ
シ
子
）愛

寿
園

・
叶
隆
範（
故
叶
テ
イ
子
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
寿
園

・
川
口
枝
千
子（
故
川
口
隆
志
）

社
会
福
祉
協
議
会

【
5
月
届
出
】

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 敬

称
略

保
護
者

博
之

智
仁

瀬
留

大
勝

【
５
月
届
出
】

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

則
岡

若
松

花
奈

新

徳

　善
次
郎

窪
島

　洋
子

長
谷
川

　昇

竹
内

　ハ
ル

松
中

　久
子

作
田

　ミ
エ

延
岡

　ヨ
シ
子

松
永

　武
純

川
越

　エ
ツ

川
畑

　キ
ヨ
子

松
村

　信
子

赤
尾
木 

星
の
園

上
戸
口

瀬
留

赤
尾
木 

星
の
園

嘉
渡 

龍
郷
の
里

秋
名

浦 
愛
寿
園

嘉
渡 
龍
郷
の
里

嘉
渡 
龍
郷
の
里

浦浦 

愛
寿
園

(

83)
(

71)
(

87)
(

80)
(

89)
(

92)
(

99)
(

94)
(

101)
(

90)
(

89)

１

２

３

４

６

８

(月)

(火)

(水)

(木)

(土)

(月)

９

10

11

15

16

17

(火)

(水)

(木)

(月)

(火)

(水)

安木屋場・瀬留・赤尾木

上 戸口

円

中勝

玉里

浦・芦 徳

18

20

21

23

24

26

31

(木)

(土)

(日)

(火)

(水)

(金)

(水)

中勝 12時～

玉里・下戸口15時～

赤尾木

嘉渡

円

川内

円

嘉渡

円

中戸口・赤尾 木

安木屋場・瀬留

上戸口

円・大勝

７月のどぅくさ会 　明記がない場合は14時～

町 長 室 で記 念 写 真 皆さまも是非いらしてください５月来庁者

池ご夫妻 ブラジル在住町出身松原文一さん御一行 歌手 多田周子さん 御一行
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アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：８件 2019.６.５ 現在

問合せ先：生活環境課☎69-4525

平田 輝
シンガーソングライター

ひらた あきら 
 奄美観光大使
１９９３年東芝EMI「今
夜、ビートルズが街を

う め つ くして 」で デ
ビュー。赤坂BLITZやデ

ビュー25周年記念奄美文化
センターも大成功！

スペシャルゲスト

27土曜日 28日曜日
八月踊り芸能大会

中央グラウンド
午後６：３０～

中央グラウンド 
午後５：３０～

花火大会
中央グラウンド 
午後８：３０～

玉里漁港内
開会式
午前９：００～
レース開始
午前９：３０～

２０１９

第27回
龍
郷

7月行事予定 July  2019 ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

■ 楽 ら く 体 操 教 室
・龍郷  毎週木曜 午前９：30～

・秋名/幾里  毎週木曜 午後２：00～

・大勝  毎週木曜 午後２：00～
・川内  毎週金曜 午後７：30～
・安木屋場  午後２：00～

■どぅくさ会  14:00~16:00
■でぃでぃクラブ  
　りゅうがく館  13：30～16：00
■保健センター開放
　   乳幼児対象 10：30～16:00

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■１歳6ケ月健診
どぅくさぁや館12:30～
■お腹スッキリ運動教室
どぅくさぁや館19：30～

■世話焼さん研修
りゅうがく館14：00～

■母子歯科相談
　  どぅくさぁや館13:00～

■かめのこクラブ
どぅくさぁや館  10：30～

■じゃがいも会
どぅくさぁや館  13：30～

■かめのこクラブ
どぅくさぁや館  10：30～

■たつごう在宅
　家族の会
　りゅうがく館13：30～

■龍郷町防災訓練
グラウンド　
りゅうゆう館駐車場

■大島地区大会
女子バレーボール
りゅうゆう館

■大島地区大会
女子バレーボール
りゅうゆう館

■BS12日本の祭り
「秋名のアラセツ
  行事」16:00～16:55

■龍郷ふるさと祭
　舟こぎ競争９:00～
　八月踊り18:30～
■おはなし会
りゅうがく館10:10～

■龍郷ふるさと祭
　芸能大会17:30～
　花火大会20:30～

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく安

■楽らく安

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■どぅくさ会      
安木屋場・赤尾木・瀬留

■どぅくさ会  
　安木屋場・瀬留

■どぅくさ会 上戸口

■どぅくさ会  嘉渡

■どぅくさ会  嘉渡

■どぅくさ会 上戸口
■どぅくさ会  中勝

■どぅくさ会  
中戸口・赤尾木

■どぅくさ会 赤尾木

■どぅくさ会 
　玉里・下戸口

■どぅくさ会
　浦・芦徳

■どぅくさ会  玉里■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  川内

■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  円・大勝

■どぅくさ会  中勝

参院選投開票日

特定・長寿・各種がん検診（P10）
■秋名コミュニティ

■浦生活館

■円公民館 ■中勝公民館 ■浦生活館

■大勝生活館 ■赤尾木公民館 ■赤尾木公民館


